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！ 培養開始にあたっての注意 ！ 

RCB0535 : RAW264 は、通常の多くの細胞とは異なります。 

・培養容器から非常に剥がれ難い 

（継代密度が低いと細胞が伸びて接着する。細胞播種密度に注意） 

・0.25%Trypsin+0.02%EDTA 処理に 37℃で 5～10 分程度が良い 

（すべての細胞を剥がすまで待つと先に剥がれた細胞はダメージを受け、剥がれ難い細胞

だけが選択されてしまう。処理時間が長いと細胞が凝集してシングルセルになりにくい） 

・継代のタイミングによってはスクレイパーでないと剥がれないことがある 

・下記のような丸い状態の細胞が増えてから行うと剥がし易い 

 

 

培養の開始にあたりましては、この点にご留意ください。 

【お問い合わせ】 cellqa.brc@riken.jp 

 

○：剥がし易い状態 

×：剥がれ難い状態 


